
海外旅行へ行かれる方へのお願い

日本を取り巻く状況

〇近隣諸国の家畜の伝染病発生状況
日本を除くアジア全域で、アフリカ豚熱、 口蹄疫等の発生
韓国では・・・
口蹄疫：１年１０か月ぶりに発生（2025年3月）
アフリカ豚熱：2019年に初めて確認、2022年に釜山でも発生を確認

以降2025年7月１6日まで53例発生
〇日本でも家畜の伝染病を確認・・・
ランピースキン病：２０２４年１１月に国内で初めて確認
馬インフルエンザ：２０２５年３月に約18年ぶりに確認

〇夏季休暇等による出入国者の増加が予想されるため、病原体の侵入防
止にご協力をお願いします。

家畜伝染病が日本に侵入するリスクが高い状況が続いて
います。海外旅行へ行かれる方は発生予防、まん延防止対策の
徹底を、お願いします。

アフリカ豚熱ウイルスの侵入を防ぐためのお願い
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ランピースキン病防疫対策要領が改正されました

ランピースキン病の発生時に係る対応について、殺処分命令等
法定伝染病と同程度の措置が講じられるように策定した政令が
２０２５年７月２８日付けで施行されました。
このことを受けて同日付けで「防疫対策要領」が改正されました。

主な改正点
・患畜の殺処分
本病を疑う牛等は検査を行い、患畜又は疑似患畜になったものは、
殺処分になります。

・移動の制限
ランピースキン病発生農場では、同居牛等は、 一定期間出荷や
移動が制限されます。

・ワクチンの緊急接種
発生農場から半径５㎞（協議によって２０㎞以内まで）の農場の
牛等に家畜防疫員による緊急的なワクチン接種を行います。

農場の対策
・本病ウイルスに付着しているおそれのある物品は、原則として
農場内に持ち込まないこと。

・サシバエ・カ等の吸血昆虫の防除を行うために殺虫剤の散布、
その他必要な対策を講じること。

・注射針、人工授精用器具等体液が付着する物品を使用する際は、
１頭ずつ確実に交換又は消毒すること。

・早期発見に努め、家畜の異常を認めた場合は、家畜保健衛生所
に連絡すること。

症状
皮膚の結節・潰瘍



吸血昆虫対策のポイント

ランピースキン病の対策では、ウイルスを媒介するサシバエ等、吸
血昆虫の対策が重要になります。

家畜に異常がみられたら 直ちに中央家畜保健衛生所へ連絡
（代表）０２４７－５７－６１３１



消毒薬について

消毒薬の種類によって病原体に対しての効果に差があります。
自分の畜舎には、どの消毒薬が適しているか確認してみましょう。

消毒薬使用時の注意

⚫消毒する前は泥や糞などは落としてください。

⚫異なる種類の消毒薬は混ぜて使用しないでください。

⚫消毒液が汚れたらこまめに交換してください。
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